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	課所名
	教育総務課

	会 議 名
	第5回　ゆめスクールプラン南部地区推進委員会

	開催日時
	令和6年5月14日（火）　　午後7時00分　　から　　9時00分まで

	出 席 者

	（委員）（敬称略）
松木祐基子、伊藤敏、平出勝彦、山戸俊彦、百瀬美津穂、村瀬裕美、三澤ちえ子、
河手正彦、増村隆洋、市川寿、宮坂一彦、實吉和代、松岡聡、松木文夫、原基彰、
和地忍、小泉純子、熊谷真実、小松遥、三井友里、溝口庸江、小髙有莉亜、髙木剛、
関基、茅野務、伊藤隆
（オブザーバー）教育委員（敬称略）
岩波健一、玉本広人、草間良子、今井みどり

（事務局）

三輪晋一教育長、細野浩一教育次長、伊藤勝徳課長、茅野光徳係長、河西優樹主査、
森崇係長、河西瞭主任、三村昌弘指導主事、溝口純永指導主事

（傍聴者）12名

	資　　　料
	次第
資料1　　ゆめスクールプラン南部地区推進委員会　名簿

資料2　　未来創造ゆめスクールプラン推進委員会
資料3　　これまでの経過と今後のスケジュール
資料4　　第4回委員会時の意見と対応
資料5　　南部地区小中一貫校建設基本構想案

	協議議題（内容）及び会議結果（要旨）
（進行：教育総務課長）

１　開　　会
２　委嘱状交付（机上交付）
３　教育長あいさつ
・昨年の8月から推進委員会がスタートしたが、現在は「基本構想」という新しい学校の枠組みを作る
部分の検討に入っており、ワーキンググループ等の作業も含め、たたき台がまとまってきた。今後
精査を進め、8月頃までに委員会でとりまとめていく。
・新年度に入り、役職等の変更や人事異動により、半数以上の委員が替わったため、これまでの経過
や議論されてきた内容を本日は説明させていただく。たたき台について、新しい目でご覧いただき、
ご意見をいただきたい。
４　自己紹介
５　説明
（１）未来創造ゆめスクールプランについて
（事務局）資料2により説明
（２）ゆめスクールプラン南部地区推進委員会のこれまでの経緯について
（事務局）資料3により説明

６　協議（議事進行：委員長）
（１）基本構想の素案について

（事務局）資料4・5により説明
【質疑応答】
（委員）前回（第4回）の推進委員会の時に、四賀の武津、細久保、普門寺地区に住む低学年の子ども達の通学が遠いということで、スクールバス等についても十分考慮していただきたいという話を出した。今、諏訪市では「コンパクトシティ構想」ということで、かりんちゃんバスのAIオンデマンド交通を行おうとしているが、その部分とも協力し、市全体として通学について考えていただきたい。
→（事務局）以前より低学年層の交通対策、安全対策ということでスクールバスの検討という意見をいただいているが、そこは重要であると認識しているため、しっかりと検討を進めていきたい。
（委員長）コンパクトシティ構想との連携関係について考えていく可能性はあるか。
→（事務局）諏訪市として、AIオンデマンド交通に向けての説明会が始まっている。また、その説明会に伴って、かりんちゃんバスの運行自体をどうしていくかという議論も始まってくるため、南部地区小中一貫校の開設も踏まえた協議を進めていく。スクールバスについては、スクールバスとかりんちゃんバスとの兼ね合いということで整理をさせていただきたい。
（委員）スクールバス構想について、細久保は旧道沿いの山手に住んでいる方もいれば、上川付近に住んでいる方もいて、住んでいる場所がばらけている。そのため、予算的な問題となるが、スクールバスの運行経路にどれだけ充てられるかを検討していただきたい。また、「安全の家」の見直しについても検討いただきたい。通学路が変わるため、有効性も含め、安全上の見直しは必然と考えられる。
→（事務局）基本構想内の通学カテゴリの見直しの中で整理をさせていただきたい。
（委員）学校の特色についてということで、「ふるさと諏訪への愛着が持てる教育」と述べられているが、中学や高校卒業後に諏訪に残りたい、諏訪で就職したいという子ども達がどれくらいいるのか疑問に思っている。塩尻市で中学生対象にアンケートをとったら、育った地域で働きたい子どもは20％もいなかったという結果も出ている。まちづくりとも関係があるが、子ども達が地域から出ていってしまうと、その地域はもたなくなってしまう。愛着を持てる教育ということで、現在も郷土や歴史を学ぶ教育や工場見学・社会科見学を行っていると思うが、この地域で暮らしていきたいかという観点で考えると、この中身で足りているのか疑問を感じる。何を指標として、ここの部分を図っていくのかを伺いたい。
スクールゾーンと安全の話であるが、各学校で毎年登下校の見守りや通学路の見守りについて、市からお伺いしているが、学校運営協議会でもここの道が危ないと市に伝えてもなかなか改善されない。本当に子どものことを思うのであれば、市教委も一緒になって考えてほしい。
→（事務局）ふるさと学習については、現在、「相手意識に立つものづくり科」の授業で地域の企業に関わっていただきながら進めており、この教育に関して、毎年アンケートで90％以上の肯定的な評価をいただいている。また、歴史文化については、子ども達より地域の歴史を学びたいという声が多くあるため行っている。様々な学びがあるが、キャリア教育という大きなくくりで検討させていただきたい。学校教育だけではなく、市や社会全体で考えていくべきと考えているため、引き続き課題として受け止めさせていただきたい。
スクールゾーンと安全については、自分の子どもが通学しているという視点で考えているかという厳しい意見もいただいている。教育委員会としても個別の案件について、確認し、引き続き、安全性の部分でしっかり取り組んでいきたい。
（委員）自分はこの諏訪地区に勤めており、市内市外問わず、いろいろなところから新入社員が入ってきてくれているが、自分達の時と比較してみても短期間のうちに転職してしまうというのが事実であり、企業の中でも解決に向けて取り組んでいる。そういった地域や社会の中を見たときに、学校教育における魅力的な教育がキャリア教育へとつながって、さらに地域に根付いてもらうことにつながっていくのではないかと感じる。そのため、今後の教育の取り組みについて、外に向かってPRをしていく等の計画があれば教えてほしい。
→（事務局）魅力的な教育を実現していくことで、暮らしている人々の幸福度が上がり、ここで子育てをしたいというマインドが高まっていくことを狙って、全国規模で発信していきたい思いを持っている。また、この推進委員会の模様を掲載している「ゆめスクールプランだより」に関しても、長野県の移住促進の部門から、ぜひこれを紹介したいという要望があった。この4中学校区に分かれての取組が大変先進的で魅力的であるという声をいただいている。様々な機会を捉えて、学校関係者だけでなく、市や地域の皆さんにも関わっていただき、戦略的に一緒に考えていただけるとありがたい。
（委員）ハード面について、敷地は諏訪南中学校の敷地を再編すると記載しているが、茅野市の永明小中学校は、小学校・中学校の敷地を合わせて、新しい校舎とグラウンドを整備している。このような規模の話となると、南中の敷地・周辺施設の確保についてどの程度可能なのか。住宅地も迫っている場所であるため、具体的にお伺いしたい。また、防災面について、ハザードマップでは上川が決壊した時の浸水エリアとして中洲全域において3～5メートル規模の浸水の予想がされている。現在も南中は避難場所として指定されているが、どのように防災対策を進めていくのかをお伺いしたい。
→（事務局）学校の敷地について、諏訪市として新たに学校をつくる広大な更地になっている土地がないという現状を踏まえ、四賀中洲地区の中間にあり、四賀中洲地区の小中学校の中で一番面積が広いということから、諏訪南中学校を拠点として学校整備をするという理解をいただいて進めているところである。可能な限り周辺敷地を確保した上で有効的に校舎を建てるという意味合いで、「周辺敷地を確保する」という基本構想上の方向性は示しているものの、具体的なところはまだ教育委員会の内部で詰めているところであるため、内容が固まったところで皆さんにお諮りしていきたい。
防災機能について、ハザードマップでは、浸水エリアゾーンはかなり広範囲にわたっているが、校舎は新しく造っていくので、防災機能はしっかり整えた上で、広域避難所になることを見据えて、危機管理室とも調整しながら施設整備を図っていく構想である。現状は具体的にどういう設備を機能として備えていくか具体的に検討していく段階である。
（２）今後のスケジュールについて
（事務局）資料3により説明
【質疑応答】
（委員）今後のスケジュールについて、基本構想案を次回掲示していただけるとのことだが、その後、基本構想に盛り込まれたものが一部実現できなくなったときに、どこまで戻ればいいのか。もし戻れないのであれば、基本構想をかなり現実的に作りこまないといけないのではないか。今後の進め方で制約が出てきたときに、どのように対応していくのか教えていただきたい。
→（事務局）現在、基本設計に向けて基本構想の検討を進めているが、基本設計についてはまだ事務局としても核は持っていない。「基本構想ができたので、基本設計は推進委員会ではなく専門家が議論を進めていく」というわけではなく、今後基本設計を進めていく中で、どう基本構想を反映できるのか、あるいはそれをどう選択するのかということについて、この推進委員会が関与できる仕組みを作っていきたいと考えている。
（委員）我々としては、基本構想は全部盛りにして、どんどん先に進むにつれ、現実的に落とし込まれて、結果的にこの基本構想が全部反映されればよいし、そうでなければ次の段階で我々も入りながら、具体的に落とし込まれていくとう理解でよいか。
→（事務局）そのイメージでよい。基本構想を検討する中である程度ご意見をいただいているため、目指すべき姿としてある程度のものを盛り込むことは必要である。それをどういう形で落とし込むかについては、様々な方法があるという考え方で進めていきたい。

７　次回推進委員会の開催について
（事務局）
・茅野市立永明小中学校の視察を6月13日（木）午前10時から実施予定。
・次回の委員会は7月16日（火）午後7時から諏訪市役所で開催する。
８　そ の 他
（事務局）
・提出書類について依頼
９　閉　　会
【全体での質疑意見】⇒なし


